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特集●魅力ある農業への一歩
　　  ~若き担い手の挑戦~
● 地域の話題 東松島市
● ちょこっとぶらり 仙台市
● われらNOSAIサポーターズ 大崎市、柴田町
● 絆レター 大河原町
● さわやかさん 南三陸町
● わが家の味レシピ 登米市
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 事務所配置図（現行）

支所統合後

6拠点
（5支所と本所）
▼
4拠点

（3支所と本所）

県北

中央

県南

本所

大崎

　県北
（令和4年4月1日統合）

　　　県南
（令和4年4月1日統合）

六の国

本所
宮城中央

　令和５年６月１日より宮城中央支所、
　六の国支所、大崎支所を統合します

支　所　名 住　　　所 電話・ファックス 統合前支所

中 央 支 所 〒989-6321
大崎市三本木字大豆坂24-3

 ☎　  0229-87-8271
FAX　0229-87-8277

宮城中央
六 の 国
大 崎

統合後の連絡先

中央支所（大崎市三本木総合支所内）

※令和5年8月には、本所の移転を予定しております。

　
本
組
合
は
令
和
５
年
３
月
22
日
、第
16
回
臨
時

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。本
総
代
会
は
、テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
で
本
所
と
支
所
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
中
継
し
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
品
川
忠
夫
組
合
長
が
、「
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
加
え
、燃
料
や
穀
物
、飼
料
や
肥
料
の
農
業

資
材
の
高
騰
で
、農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。現
在
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
収
入
保
険

は
、品
目
を
限
定
せ
ず
、全
て
の
農
産
物
に
つ
い
て

需
要
の
減
少
や
、価
格
の
低
下
に
よ
る
収
入
減
少

も
補
償
で
き
る
保
険
と
な
って
お
り
、農
家
経
営
の

大
き
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

で
き
る
も
の
と
思
って
お
り
ま
す
。令
和
５
年
度
に
は

中
央
部
の
支
所
統
合
と
本
所
の
移
転
を
計
画
し
て

お
り
、将
来
に
わ
た
って
安
定
的
に
農
業
保
険
事
業

を
提
供
で
き
る
強
固
な
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
石
巻
地
区
の
村
田
正
幸
総

代
を
議
長
に
選
出
し
、理
事
か

ら
提
出
の
あ
っ
た
２
議
案
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

  

臨
時
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案

【
第
１
号
議
案
】

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
大
規
模
災
害
時
に
加
入
者
の
共
済
掛
金
等
の

払
込
期
限
の
延
長
が
で
き
る
よ
う
事
業
規
程
の一
部

変
更
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

家
畜
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定

に
つ
い
て

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
後
に
共
済
掛
金
期
間

が
開
始
す
る
共
済
関
係
か
ら
適
用
す
る
危
険
段

階
別
共
済
掛
金
率
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総 代 数  300人
出席人数  298人

（                   ）本人出席
10人

書面出席
288人

提
出
さ
れ
た
２
議
案
が
可
決

第16回臨時総代会開催

議長を務めた村田正幸総代

品川忠夫組合長理事

テレビ会議システムにより開催

宮城中央支所 大崎支所 県南支所 六の国支所 県北支所
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特 集特 集

育苗ハウスを利用して葉物野菜を生産

消費者の目に留まるよう丁寧に陳列する佐竹さん野菜苗の水やりをする西野代表取締役

　
仙
台
市
出
身
で
す
が
、幼
い
こ
ろ
か
ら
祖
父
母

の
農
作
業
を
手
伝
う
た
め
栗
原
市
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。農
業
に
興
味
を
持
ち
、県
内
の
農
業
高

校
へ
進
学
し
、高
校
３
年
生
で
祖
父
母
の
農
業
経

営
の
後
継
者
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
就
農
当
初
は
出
荷
先
を
Ｊ
Ａ
の
み
に
絞
っ
て

い
ま
し
た
が
、市
場
価
格
の
動
向
を
見
な
が
ら

直
売
所
へ
の
出
荷
も
開
始
し
ま
し
た
。直
売
所

の
職
員
か
ら
売
れ
筋
作
物
の
生
産
を
リ
ク
エ
ス

ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、必
要
と
さ
れ
る
農
産

物
を
生
産
し
、消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

　
農
作
物
の
生
育
は
、天
気・気
温
に
左
右
さ

れ
る
た
め
、規
格
外
の
農
産
物
が
で
き
て
し
ま

い
、計
画
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

日
々
の
管
理
は
、田
畑
を
注
意
深
く
見
回
り
、収

穫
遅
れ
の
防
止
や
、病
害
虫
の
早
期
発
見
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。毎
年
秋
に
は
、翌
年
の
経
営
に

活
か
す
た
め
、そ
の
年
の
収
量
や
施
肥
量
、売
り

上
げ
、生
産
経
費
な
ど
を
分
析
し
ま
す
。そ
の
か

い
も
あ
って
、年
々
、良
品
率
、収
入
も
上
が
って

き
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、経
営
規
模
を
拡
大
す
る
よ
り
も
、

品
質
の
良
い
農
産
物
を
育
て
、収
穫
期
間
を
長

く
保
て
る
よ
う
に
、生
産
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
東
京
都
八
王
子
市
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
し
、

平
成
28
年
に（
株
）西
野
農
園
を
設
立
し
て
６

年
目
に
な
り
ま
す
。自
分
が
農
業
か
ら
受
け
た

感
動
を
お
客
さ
ま
に
も
届
け
た
い
と「
よ
り
健

康
に
、よ
り
幸
せ
に
な
れ
る
野
菜
づ
く
り
」を
目

指
し
、野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
も
消
費
者
も
健
康
に
な
る
野
菜
づ

く
り
を
重
要
視
す
る
上
で
、有
機
肥
料
を
使
用

し
、農
薬
使
用
量
を
抑
え
た
栽
培
で
土
壌
改
良

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。窒
素・リ
ン
酸・カ
リ
ウ

ム・石
灰・苦
土・硫
黄・ミ
ネ
ラ
ル・微
生
物
等

10
種
類
の
肥
料
を
土
壌
分
析
に
基
づ
い
た
バ
ラ

ン
ス
で
配
合
し
て
い
ま
す
。土
壌
は
毎
年
改
良

を
重
ね
、味
が
良
く
、日
持
ち
も
良
い
野
菜
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
は
さ
ら
に

栽
培
規
模
を
拡
大
し
、タ
マ
ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
育
苗
の
販
売
量
の
拡
大
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
就
農
し
た
当
初
は
ノ
ウ
ハ
ウ
も
人
脈
も
な
く
、

苦
労
の
連
続
で
し
た
。た
く
さ
ん
の
失
敗
を
重
ね

た
こ
と
で
、今
の
効
率
的
な
方
法
に
た
ど
り
着
く

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
新

規
就
農
を
考
え
て
い
る
方
も
自
分
の
手
の
届
く

範
囲
か
ら
少
し
ず
つ
積
み
上
げ

て
い
き
、自
分
の
や
り
た
い
農
業

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　「
西
野
農
園
の
野
菜
は
新
鮮
で
み
ず
み

ず
し
く
、ど
ん
な
料
理
に
し
て
も
お
い
し
く

な
る
」と
友
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

常
に
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、率
先
し
て
仕
事

を
し
て
い
る
西
野
さ
ん
が
こ
だ
わ
り
と
信
念

を
持
って
作
って
い
る
野
菜
が
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
に
知
れ
渡
って
ほ
し
い
と
願
って
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
作
り
、多
く
の
人
に

届
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　  

祖
母 

千
葉 

す
み
子
さ
ん

　
自
分
の
経
営
を
引
き
継
い
で
く
れ
て
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
た
と
き
は
、肥
料

に
し
て
も
値
段
だ
け
を
重
視
し
て
使
っ
て
い

ま
し
た
が
、成
分
や
施
肥
設
計
を
し
っ
か
り

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
感
心
し

ま
す
。

　
運
動
も
兼
ね
て
、動
け
る
う
ち
は
少
し
で

も
手
伝
い
た
い
で
す
。

魅力ある農業 への一歩
 〜若き担い手 の挑戦〜

株式会社西野農園 代表取締役

西
に し の

野　 拓
た く

さん（40）
佐
さ た け

竹 翔
し ょ う た

太さん（24）名取市 栗原市

健
康
と
幸
せ
を
届
け
る
野
菜
づ
く
り

営
農
技
術
の
向
上
を
目
指
す

　名取市高柳地区で西野農園株式会社を
経営する代表取締役西野拓さんは、パイプ
ハウス５棟（10㌃）、露地（170㌃）でタマネ
ギと野菜苗を中心に約20種類ほどの野菜
を栽培しています。

　栗原市金成の佐竹翔太さんは、農業高校を卒業後、
登米市内の農業法人で２年間の研修を経て、令和元年
11月に就農し４年目を迎えました。水稲3.2㌶、ズッキー
ニやソラマメなどを20㌃耕作するほか、水稲育苗ハウ
スを利用して、つぼみ菜などの葉物野菜を生産し、ＪＡ
や市内農産物直売所３店舗へ出荷しています。

ホームページ

従
業
員
さ
ん
か
ら
の
エ
ー
ル

従
業
員
さ
ん
か
ら
の
エ
ー
ル

ご
家
族
か
ら
の
エ
ー
ル

ご
家
族
か
ら
の
エ
ー
ル

　近年、農家の高齢化や後継者不足が  課題となる一方で、農業
に興味や関心を持ち新規就農する若き  担い手がいます。その中
で自分の夢や目標に向かって挑戦する  ２人を紹介します。

西野代表取締役（左）と従業員さん
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本　　所　〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-8-10　☎022-225-6701㈹・0800-170-6701

参　事　酒井　正行

監査室

室　長　後藤　浩弥　　　　専門員　菊地　雅彦

第二事業部 第一事業部 総務部
部　長　菅原　　健
次　長　松田　敬一

部　長　千葉　勝彦
次　長　三澤　栄二 部　長　櫻　　正廣

建物農機具課 家畜課 農産園芸課 収入保険課 企画広報課 情報システム課 経理課 総務課
課　長
齋藤　邦芳

課　長
長江　達哉

課　長
櫻井　裕悦

課　長 
高橋　　敏

課長代行
金山澤幸雄

課　長 
宮路　　弥

課　長 
及川　高史

課　長
後藤　秀樹

建
物
共
済
係
長 

小
野
寺

　邦
　博

農
機
具
共
済
係
長 

狩
　野
　賢
　治

主
　
　
　
　事 

鈴
　木
　優
　司

書
　
　
　
　記 

武
　藤
　
　
　廉

専

　門

　員 

安
　部
　英
　哉

課
長
補
佐 

原
　
　
　英
　博

家
畜
診
療
係
長 

井
　上
　真
奈
美

主
　
　
　
　事 

江
　戸
　郁
　美

主
　
　
　
　事 

金
　谷
　勇
　佑

専

　門

　員 

髙
　橋
　孝
　幸

課
長
補
佐 
森

　
　
　真
　琴

農
作
物
共
済
係
長 
船

　島
　
　
　毅

主
　
　
　
　事 

引
　地
　
　
　充

副

　主

　事 

東
海
林

　
　
　翼

専

　門

　員 

伊
　深
　安
　信

専

　門

　員 

髙
　木
　康
　守

課
長
補
佐 

松
　村
　昭
　宏

課
長
補
佐 

髙
　橋
　澄
　子

主
　
　
　
　事 

大
　泉
　貞
　登

課
長
補
佐 

佐
々
木

　亜
希
子

課
長
補
佐 

早
　坂
　
　
　貴

主
　
　
　
　事 

伊
　藤
　駿
一
朗

専

　門

　員 

千
　葉
　義
　則

課
長
補
佐（
兼
） 

金
山
澤

　幸
　雄

主
　
　
　
　事 

渡
　邊
　夏
　美

副

　主

　事 

畠
　山
　洸
　樹

課
長
補
佐 

八
　巻
　祐
　子

経
理
係
長 

高
　橋
　直
　樹

副

　主

　事 

岩
　本
　み
な
み

総
務
係
長 

門
　間
　範
　行

主
　
　
　
　事 

遠
　藤
　紀
　之

副

　主

　事 

相
　澤
　萌
　花

書
　
　
　
　記 

結
　城
　
　
　蓮

専

　門

　員 

小
　林
　繁
　男

嘱
託
職
員 

樋
　口
　亮
　介

令和5年度

県南支所　〒981-1505 角田市角田字町田113　☎0224-63-2012㈹・0120-059-431
支所長　大槻　和博

建物農機具課 家畜課 果樹園芸課 農産課 収入保険課 総務課

課　長　村上　一郎 課　長　大槻　栄藏 課  長   小野　明美 課　長　渋谷　志郎 課　長　松浦喜美男 課　長　安達　　明

課
長
補
佐 

佐
　藤
　和
　義

課
長
補
佐 

永
　倉
　喜
　幸

建
物
共
済
係
長 

本
　郷
　沙
　織

主
　
　
　
　事 

遠
　藤
　雅
　之

主
　
　
　
　事 

緑
　川
　智
　公

（
新
採
）

副

　主

　事 

齋
　藤
　高
　広

副

　主

　事 

高
　橋
　大
　地

書
　
　
　
　記 
中

　川
　琳
々
香

専

　門

　員 
工

　藤
　浩
　市

課
長
補
佐 

押
　野
　秀
　嗣

課
長
補
佐 

菅
　野
　幹
　雄

引
受
係
長 

佐
　藤
　啓
　太

事
故
係
長 

遠
　藤
　健
　太

副

　主

　事 

曵
　地
　翔
　太

（
新
採
）

専

　門

　員 

大
　沼
　穣
　資

課
長
補
佐 

門
　間
　浩
　泰

園
芸
施
設
共
済
係
長 

佐
　藤
　佳
　奈

副

　主

　事 

小
　泉
　
　
　光

書
　
　
　
　記 

熊
　谷
　
　
　莉

専

　門

　員 

加
　藤
　
　
　盛

課
長
補
佐 

島
　貫
　正
　吏

農
作
物
共
済
係
長 

遠
　藤
　
　
　良

畑
作
物
共
済
係
長 

高
　橋
　康
　宏

書
　
　
　
　記 

庄
　司
　理
　央

専

　門

　員 

平
　間
　勝
　彦

専

　門

　員 

佐
　藤
　利
　晴

課
長
補
佐 

宍
　戸
　
　
　亮

収
入
保
険
係
長 

小
田
嶋

　裕
　太

主
　
　
　
　事 

加
　藤
　
　
　凌

副

　主

　事 

畠
　山
　
　
　拓

書
　
　
　
　記 

鈴
　木
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　菜

専

　門

　員 

吉
　田
　幸
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課
長
補
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小
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経
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係
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伊
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　緒

企
画
情
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係
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佐
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副
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　事 

目
　黒
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歌

（
新
採
）

書
　
　
　
　記 

川
　村
　日
　菜

宮城中央支所　〒983-0821 仙台市宮城野区岩切字昭和東112-3　☎022-396-3070㈹・0120-283-070
支所長　畠山　　信

建物農機具課 家畜課 農産園芸課 収入保険課 総務課

課　長　沼田　　博 課　長　工藤　新喜 課長代行　上野　広貴 課　長（兼)　庄子　重晴 課　長　庄子　重晴

課
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六の国支所　〒981-4265 加美町字矢越226  ☎0229-64-1380㈹・0120-641-380
支所長　武田　郁郎

建物農機具課 家畜課 農産園芸課 収入保険課 総務課

課　長　本田　茂樹 課　長　川村　博幸 課長代行　髙橋　　勉 課　長　伊藤　進一 課　長　高橋　克彦

課
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　員 
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作
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長 

伊
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大崎支所　〒989-6166 大崎市古川東町5-37  ☎0229-22-2141㈹・0120-832-141
支所長代行　村上　裕由

建物農機具課 家畜課 農産園芸課 収入保険課 総務課果樹・園芸施設担当 農作物・畑作物担当

課　長　朝倉　　博 課長代行　大友　勝昭 課長代行　加藤　光城 課　長　宮嶋　　亮 課　長　髙橋　良博 課　長（兼)　村上　裕由
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職員数311名  よろしくお願いします！

県北支所　〒987-0512 登米市迫町森字平柳34-88  ☎0220-22-8411㈹・0120-818-413
支所長　高橋　和年　　　　次　長　榊原　靖視　　　　次　長　千葉　　浩

果樹園芸課 農産課 収入保険課 総務課

課　長　熊谷　　等 ★課　長　佐藤　伸二
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大
豆
共
済
、そ
ば
共
済
の
加
入
申
し
込
み

の
受
付
を
４
月
20
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
豆
は
、麦
と
と
も
に
米
の
需
給
調
整
に
お
け

る
主
要
作
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、大
豆
と
そ
ば
は
経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作

物
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
対
象
作
物
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
近
年
、年
間
降
水
量
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
集
中

豪
雨
や
大
型
化
す
る
台
風
、河
川
の
氾
濫
、土
砂

災
害
、降
雹
な
ど
多
く
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。万
が一の
災
害
の
備
え
と
し
て
大
豆
共
済
、

そ
ば
共
済
への
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
大
豆
共
済
に
つ
い
て
は
、全
相
殺
方
式・半
相
殺

方
式・地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
か
ら
選
択
、そ
ば

共
済
に
つ
い
て
は
全
相
殺
方
式
ま
た
は
地
域
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
方
式
か
ら
選
択
し
て
の
加
入
を
ご
検
討

願
い
ま
す
。

　
な
お
、青
色
申
告
書
で
税
申
告
を
し
て
い
る
方

は
、収
入
保
険
への
加
入
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を

随
時
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

畑作
物共済

大
豆・そ
ば
共
済
の
加
入
申
し
込
み
は

６
月
10
日
ま
で

共済目的の種類 加入方式（補償割合） 補償内容 加入の要件

大豆（えだまめ
は全相殺方式
（白色）のみ）

全相殺方式
（9割、8割、7割）

加入者ごとの減収量（その加入者の基準収穫量から
収穫量を差し引いた数量）が、その加入者の基準収穫
量の1割（2割、3割）を超える場合に共済金を支払い。

JA等出荷先の出荷資料または、
青色申告書（白色申告書）および
その関係書類により収穫量の
把握が過去1年以上できること

半相殺方式
（8割、7割、6割）

加入者ごとの減収量（その加入者の被害耕地の基
準収穫量から収穫量を差し引いた数量）が、その加
入者の基準収穫量の2割（3割、4割）を超える場合に
共済金を支払い。（被害申告のない耕地や増収分の
耕地については、基準収穫量のとおりに収穫された
ものとして計算します。）

なし

大豆（えだまめ
を除く）、そば

地域インデックス方式
（9割、8割、7割）

その年の統計データ（市町村毎）の収穫量が、その地
域の平均収穫量の9割（8割、7割）を下回った場合に
共済金を支払い。農家ごとの減収量ではなく、統計
データによる評価となります。
注）加入者個人の減収があったとしても共済金が支払われない
ことがあります。

なし

そば 全相殺方式
（8割、7割、6割）

加入者ごとの減収量（その加入者の基準収穫量から
収穫量を差し引いた数量）が、その加入者の基準収穫
量の2割（3割、4割）を超える場合に共済金を支払い。

JA等出荷先の出荷資料また
は、青色申告書およびその関係
書類により収穫量の把握が過
去1年以上できること

大豆共済・そば共済の選択できる加入方式・補償内容と加入要件など
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国
農
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合
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）

 

業
務
第
一
課
課
長 

千
　葉
　  

良
　博

県北家畜診療センター
〒987-0611 登米市中田町浅水字二号416 
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主
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小
野
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契
約
職
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菅
　原
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臨
時
職
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佐
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木

　由
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課
長
補
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黒
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係
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水
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診
療
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小
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診
療
係
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田
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平
　山
　
　
　匠

技
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柴
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　宣

技

　
　
師 

小
　沼
　将
　大
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近
　藤
　太
　郎
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新
採
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門
技
術
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木
　村
　喜
　正

専
門
技
術
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小
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専
門
技
術
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我
　妻
　洋
太
郎

契
約
職
員 
金

　子
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臨
時
職
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　邊
　浩
次
郎

損
防
係
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近
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佐
　伯
　健
太
郎
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長
補
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馬
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美
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大
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德
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課  長（兼）
早坂　久範

課  長
加納　茂太

課  長
髙橋　知也

庶
務
係
長 

佐
　藤
　美
　喜
（
新
採
）

契
約
職
員 
佐

　藤
　真
由
美

契
約
職
員 
早

　坂
　法
　子

臨
時
職
員 

細
　川
　ち
か
子

課
長
補
佐  

及
　川
　伸
　代

診
療
係
長 

新
　井
　偉
　典

技

　
　
師 

岩
　崎
　紗
也
加

技

　
　
師 

笠
　島
　総
　司

技

　
　
師 

広
　井
　穂
　嵩
（
新
採
）

専
門
技
術
員 

熊
　谷
　
　
　克

専
門
技
術
員 

鈴
　木
　龍
　一

嘱
託
職
員 

木
　村
　有
　一

主

　
　
　事 

髙
　橋
　芽
　衣

契
約
職
員 

伊
　勢
　久
美
子

臨
時
職
員 

鈴
　木
　有
　子

損
防
係
長 

後
　上
　由
　乃

技

　
　
師 

東
　山
　り
つ
子

診
療
係
長 

尾
　上
　真
実
子

診
療
係
長 

佐
　藤
　め
ぐ
み

（
新
採
）

技

　
　
師 

天
　野
　真
　衣

専
門
技
術
員 

吉
目
木

　勝
　策

専
門
技
術
員 

佐
々
木

　弘
　志

嘱
託
職
員 

鈴
　木
　利
　行

令
和
5
年
3
月
31
日
付
け
で
22
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た

令
和
5
年
4
月
1
日
付
け
で
異
動
し
ま
し
た

NOSAI INFORMATION
令
和
４
年
度
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
金
集
金
を
廃
止
し
ま
し
た

　
組
合
で
は
掛
金
等
に
つ
い
て
現
金
の
取
り
扱
い
を
な
く

し
、口
座
振
替
に
移
行
す
る
よ
う
農
林
水
産
省
お
よ
び

宮
城
県
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。指
導
に
よ
り
令
和

４
年
４
月
１
日
以
降
は
、共
済
掛
金
等
の
現
金
集
金
を

行
って
お
り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
の
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

書
類
等
へ
の
組
合
印
を
廃
止
し
て
い
ま
す

　
農
林
水
産
省
の
指
導
に
よ
り
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
通
知
す
る
農
業
保
険
関
係
書
類
等
へ
の

押
印
は
、一
部
の
書
類
を
除
き
原
則
廃
止
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
を
購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
農
業
共
済
新
聞
。毎
週
水
曜
日
、

月
４
回
の
発
行
で
す
。

年間購読料

5,520円
（郵送料込み）

園芸
施設共済

突
然
の
被
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
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陣
痛
が
始
ま
り
、
分
�
の
た
め
に
産
道
を
広
げ
る
時
期
で
す
。

２
�
６
時
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。

※

未
経
産
牛
は
、
よ
り
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
産
の
流
れ

子
牛
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
後
産（
胎
盤
な
ど
）が
�
出
さ
れ
ま
す
。

開
口
期

子
牛
が
生
ま
れ
る

一
次
破
水30

分
〜
２
時
間

二
次
破
水30

分
〜
２
時
間

透
明
〜
や
や
白
色
で

ト
ロ
ッ
と
し
て
い
ま
す

色
が
つ
い
て
い
て

サ
ラ
ッ
と
し
て
い
ま
す

後
産
期

産
出
期

開
口
期

　
近
年
、「
分
娩
予
定
日
か
ら
遅
れ
る
こ
と
が
増
え
た
」と
い

う
声
や
、「
生
ま
れ
て
く
る
子
牛
が
大
き
い
」と
い
う
声
を
よ
く

聞
き
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、お
産
が
始
ま
る
と
す
ぐ

に
介
助
し
な
け
れ
ば
と
焦
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、早
す
ぎ
る
分
娩
介
助
は
母
子
と
も
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家畜共済

家
畜
の
病
気
と
向
き
合
う
③  

〜
お
産
〜

こんな場合は診療を依頼しましょう！こんな場合は診療を依頼しましょう！

時間外に往診依頼をすべきかわからない場合は、まずは各家畜診療センターへ電話でお問い合わせください。
なお、各家畜診療センターでの夜間休日等の電話は、自動応答サービスを利用しておりますのでご了承願います。

渥
　美
　孝
　雄
（
仙
台
市
）

石
　川
　則
　彦
（
蔵
王
町
）

伊
　東
　和
　典
（
栗
原
市
）

遠
　藤
　貴
　平
（
加
美
町
）

小
笠
原
　宏
　幸
（
白
石
市
）

荻
　野
　千
　尋
（
仙
台
市
）

小
　熊
　智
　和
（
大
河
原
町
）

金
　田
　義
　之
（
仙
台
市
）

川
　崎
　忠
　二
（
登
米
市
）

菅
　野
　芳
　男
（
大
郷
町
）

日
　下
　勝
　彦
（
登
米
市
）

葛
　岡
　郁
　郎
（
大
崎
市
）

熊
　谷
　敏
　信
（
栗
原
市
）

小
　谷
　
　
　清
（
涌
谷
町
）

小
　山
　真
　琴
（
仙
台
市
）

今
　野
　清
　勝
（
大
和
町
）

西
　條
　愼
　一
（
登
米
市
）

齋
　藤
　正
　壽
（
加
美
町
）

佐
　郷
　重
　徳
（
大
崎
市
）

佐
　竹
　寿
　弘
（
栗
原
市
）

佐
　藤
　こ
ず
え
（
仙
台
市
）

佐
　藤
　砂
登
史
（
登
米
市
）

佐
　藤
　泰
　平
（
大
崎
市
）

佐
　藤
　尚
　樹
（
登
米
市
）

佐
　藤
　秀
　麿
（
石
巻
市
）

佐
　藤
　道
　義
（
蔵
王
町
）

澁
　谷
　亮
　平
（
加
美
町
）

首
　藤
　
　
　正
（
石
巻
市
）

菅
　原
　真
　哉
（
登
米
市
）

鈴
　木
　啓
　司
（
美
里
町
）

鈴
　木
　正
　一
（
大
崎
市
）

髙
　橋
　克
　仁
（
栗
原
市
）

高
　橋
　清
　治
（
大
崎
市
）

高
　橋
　聖
　大
（
仙
台
市
）

髙
　橋
　孝
　徳
（
南
三
陸
町
）

田
　中
　
　
　裕
（
栗
原
市
）

千
　葉
　正
　寛
（
登
米
市
）

張
　
　
　雄
　貴
（
仙
台
市
）

戸
　羽
　も
え
こ
（
気
仙
沼
市
）

沼
　津
　敬
　治
（
美
里
町
）

沼
　邊
　
　
　孝
（
白
石
市
）

平
　野
　哲
　夫
（
大
崎
市
）

平
　間
　拓
　栄
（
蔵
王
町
）

福
　島
　絵
利
子
（
登
米
市
）

堀
　
　
　仁
　美
（
蔵
王
町
）

南
　舘
　君
　夫
（
登
米
市
）

武
　蔵
　昌
　文
（
大
崎
市
）

村
　山
　勇
　雄
（
柴
田
町
）

森
　重
　大
　作
（
仙
台
市
）

矢
　﨑
　
　
　薫
（
大
崎
市
）

谷
　津
　
　
　實
（
白
石
市
）

横
　田
　明
　子
（
東
松
島
市
）

渡
　辺
　昭
　夫
（
大
崎
市
）

渡
　部
　一
　星
（
仙
台
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　五
十
音
順
、
敬
称
略

令
和
5
年
度
指
定
獣
医
師
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　（
　）内
は
診
療
施
設
の
所
在
地
で
す
。

　
し
か
し
、今
回
の
改
正
に
よ
り
、掛
金
は
選
択
し
た
補
償
額
に

か
か
わ
ら
ず
、過
去
の
共
済
金
の
受
取
実
績
に
応
じ
た
金
額
と
な

り
ま
す
。補
償
額
の
増
減
に
よって
掛
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

万
が
一
に
備
え
て
最
高
補
償
額
で
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
掛
金
の
水
準（
掛
金
率
）は
過
去
の
疾
病
傷
害
共
済
の
共
済
金

の
受
取
額
を
基
に
算
定
さ
れ
ま
す
が
、掛
金
の
約
半
分（
豚
は
約

４
割
）は
国
が
負
担
し
ま
す
。診
療
費
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
た

め
、経
営
の
安
定
に
向
け
て
共
済
への
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
４
月
以
降
の
加
入
か
ら
疾
病
傷
害
共
済
の
掛

金
率
算
定
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
３
月
ま
で
は
、疾
病
傷
害
共
済
金
の
共
済
金
額（
補
償
額
）は

加
入
者
が
自
由
に
選
択
で
き
、現
在
の
制
度
で
は
負
担
い
た
だ
く

掛
金
は
補
償
額
に
よ
って
変
動
す
る
仕
組
み
で
し
た
。

●
加
入
の
対
象

　
牛
、馬
ま
た
は
種
豚

●
補
償
内
容

　
病
気
や
ケ
ガ
の
診
療
費
を

　
補
償
し
ま
す
。

●
共
済
金
額（
補
償
額
）

　 

飼
養
す
る
家
畜
の
価
額
を
基
に
算
定
し
た
金
額（
支
払

限
度
額
）以
内
で
加
入
者
が
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

●
共
済
金
の
支
払
額

　 

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
診
療
点
数
に
よ
り
診
療
費

を
計
算
し
、共
済
金
額
を
限
度
に
診
療
費
の
９
割
を

支
払
い
ま
す
。１
割
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　  

疾
病
傷
害
共
済
と
は
？

補償額が増えると
掛金も増加

一定の補償額以上は
掛金が変わりません

補 

償 

額
掛  

金
補 

償 

額
掛  

金

補 

償 

額 掛  

金

補 

償 

額
掛  

金

【
令
和
５
年
４
月
以
降
】

【
令
和
５
年
３
月
ま
で
】

現

　行

改
正
後

補償額の違いによる掛金のイメージ

疾
病
傷
害
共
済
の
掛
金
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す

一口メモ

●陣痛が始まって６時間以上経っても破水しない
●一次破水から２時間以上経っても肢が見えない
●肢が見えてから２時間以上経っても生まれない
●手を入れてみて、頭や肢の向きがおかしい
●胎子より早く胎盤が出てくる
●出血が異常に多い
いつから陣痛が始まったのか、いつ破水したのかはとても
重要です。注意して観察しましょう！

予定日を過ぎても
　　　 分娩が始まらない…
◎起立できない　 ◎出血している
◎餌を食べなくなった  等
上記の症状が分娩前にみられた場合
には、診療を依頼しましょう！
上記のような症状がない場合の分娩前の診療
は、場合によって疾病傷害共済の対象外となり、
診療費を全額ご負担いただくことがございます。

22 11

44

　二次破水後、胎
子は出入りしなが
ら産道を広げてい
き、親牛は寝たり起
きたりを繰り返し
ます。強い努責（い
きみ）を繰り返す
ようなことがなければ、正常な流れですのでまだ
引っ張ってはいけません。一般的にここからは１時
間程度で分娩します。

　羊膜に包まれた
胎子が見えてきま
した。まだ二次破
水をしていないの
で手を出さずに見
守りましょう。

　無事に生まれま
した。安全な分娩
は“見守って待つ”
ことが大事です。早
すぎる手助けは逆
効果となってしま
います。

33　胎子の舌が見え
てくると、頭部が産
道に入ったことを
意味します。胎子の
おでこの部分が通
過する直前は一番
苦しい時なので、こ
の場に遭遇した場
合には介助（引っ張る）してあげてください。
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ぶらり

東松島市

仙台若林
JCT今泉IC長町IC

仙台東
IC

荒井

N

仙台市海岸公園馬術場

広

名
仙 

　台 

　湾

瀬

取

川

川

54

137

10

4

●
冒険広場

仙
台
東
部
道
路

地下鉄東西線

仙台
南部道路

↑塩�

↓亘理

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
求
め
て

イ
チ
ゴ
狩
り
園
オ
ー
プ
ン

　 

東
松
島
市
野
蒜
　 

　 

イ
チ
ゴ
狩
り
園
「
あ
そ
ら
農
園
」

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
活
気
づ
け

よ
う
と
、東
松
島
市
野
蒜
に
今
年
２
月
11

日
、イ
チ
ゴ
狩
り
が
で
き
る「
あ
そ
ら
農
園
」

が
開
園
し
ま
し
た
。新
し
い
景
色
を
描
き
つ

つ
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
場
所
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
農
園
は
、観
光
商
業
施
設「
奥
松
島

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」を
運
営
す
る
ア
ー
ク
リ
ン
ク

（
東
京
）グ
ル
ー
プ
の
農
業
生
産
法
人「
ア

ソ
ラ
」が
開
設
し
、20
㌃
の
鉄
骨
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
１
万
２
０
０
０
株
ほ
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
す
る
イ
チ
ゴ
の
品
種
は
、豊
か
な
甘

み
と
程
よ
い
酸
味
が
特
長
の「
よ
つ
ぼ
し
」

で
、昨
年
末
に
出
荷
を
始
め
、イ
チ
ゴ
狩
り

が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。開
園
期
間
は
、生
育
状
況
に
も
よ
り
ま

す
が
、６
月
頃
ま
で
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
農
園
管
理
圃
場
責
任
者
の
鈴
木
隆
介
さ

ん（
41
）は
、農
業
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、他
業
種
か
ら
転
職
し
石
巻
地

域
の
イ
チ
ゴ
農
家
で
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

「
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
作
る
た
め
、最
先
端

の
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、温
湿

度
管
理
、日
射
制
御
を
し
て
い
ま
す
。鮮
や

か
に
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
を
見
る
と
仕
事
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
ア
ソ
ラ
取
締
役
で
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
支
配

人
も
務
め
る
門
脇
善
行
さ
ん（
41
）は
、「
イ

チ
ゴ
狩
り
は
、時
間
制
限
を
30
分
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
中
、う
ち
は
45
分
と
長
め

に
設
定
し
て
い
ま
す
。ゆ
っ
く
り
と
味
わ
って

楽
し
ん
で
ほ
し
い
し
、多
く
の
人
に
来
て
も

ら
い
、震
災
前
以
上
に
に
ぎ
わ
う
町
に
し
た

い
」と
話
し
ま
す
。

　
な
お
、イ
チ
ゴ
狩
り
は
事
前
予
約
が
必

要
で
、開
園
は
毎
週
火・水・土・日
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
と
な
って
い
ま
す

（
最
終
入
場
時
間
午
後
２
時
）。

PPickick  UUpp  NNews ews   地域の話題地域の話題

1「笑顔あふれる場所にしたい」と門脇さん（左）と鈴木さん　2昨年末に出荷が始まった品種「よつぼし」　3最先端の環境制御システムにより高品質イチゴを栽培
4「あそら農園」の看板が目印　5イチゴ１万２０００株を栽培する施設
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柴田町白幡

渡
わたなべ

辺　養
よういち

一 さん（81）

共済部長・損害評価員歴14年
槻木地区協議会会長

大崎市鳴子

髙
たかはし

橋　勇
いさむ

 さん（58）

損害評価員歴17年

さ
あ
馬
に
乗
ろ
う

馬
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所

　
仙
台
市
海
岸
公
園
馬
術
場
は
、仙
台
市
街
地

か
ら
車
で
30
分
の
所
に
位
置
し
な
が
ら
、身
近
に

馬
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

　
入
場
無
料
で
厩
舎
な
ど
が
見
学
で
き
る
ほ
か
、

予
約
不
要
で「
え
さ
や
り
体
験（
２
０
０
円
）」、

「
曳
き
馬（
７
０
０
円
〜
）」な
ど
が
で
き
、誰
で
も

気
軽
に
馬
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
乗

馬
レ
ッ
ス
ン〈
５
、７
１
０
円（
30
分
／
回
）〉」で

は
、指
導
員
が
横
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

た
め
、初
め
て
で
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
２
０
０
１
年
、み
や
ぎ
国
体（
正
式
名
称
：
第

56
回
国
民
体
育
大
会
）の
馬
術
競
技
会
場
と
し
て

　畑15㌃とハウス１棟で、野菜を少量多品目栽培し、
出荷することなく孫たちや友人に食べてもらっています。
「また食べたい」の言葉がうれしいですね。収穫したて
の大葉で作るしそ巻は格別においしいと自負していま
す。これからもできる限り栽培を続けたいです。
　今、農家は諸材料費等の値上がりで厳しい営農状況
ですが、共済部長としての役割を果たし、貢献したいです。

　水稲1.4㌶と畑10㌃で野菜を栽培しています。
　地元小学校の子どもたちに夏はスナッグゴルフ、冬
はクロスカントリースキーを教えています。「やりがい」や
「達成感」を感じてほしく、15年間続けています。
　周囲の田んぼでは、離農による休耕田が増え、イノシ
シによる獣害も年々増えています。電気柵の設置や定
期的な草刈りをしながら農地を守っていきたいです。

県南支所

設
立
さ
れ
、そ
の
後
は
年
に
３
回
ほ
ど
馬
術
競
技

会
が
開
か
れ
、市
民
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
乗
馬
普

及
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。本
格
的
な
乗
馬
を
体
験

で
き
、唯
一
動
物
と
一
緒
に
行
う
ス
ポ
ー
ツ
に
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
感
覚
を
覚
え
る
は
ず

で
す
。

　
東
は
太
平
洋
、西
は
仙
台
平
野
と
開
放
感
が

あ
ふ
れ
、時
間
の
流
れ
が
ゆ
っ
く
り
と
感
じ
ら
れ
る

魅
力
的
な
場
所
で
す
。無
料
駐
車
場
も
完
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
ぶ
ら
り
と

ど
う
ぞ
。

▲やさしくふれあい体験

開園時間　
電　　話
住　　所 仙台市若林区井土字沼向１

０２２‐349‐5038
午前９時〜午後５時
毎週火曜日

仙台市海岸公園馬術場

定 休 日

六の国支所

仙台市若林区
仙台市海岸公園馬術場

心癒される

 ひとときを
！

▲ドキドキ乗馬体験

お
問
い
合
わ
せ
／
奥
松
島
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

電
　
　
話
　
０
２
２
５（
９
８
）８
１
２
３
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さ
わ
や
か
さ
ん

お
た
よ
り
広
場

★当選者は次号に掲載します。

村　上　フク子さん（白石市）

半　沢　光　春　さん（村田町）
細　川　美津枝　さん（角田市）
岩　見　光　芳　さん（山元町）
平　井　邦　子　さん（岩沼市）
秋　山　宗　之　さん（大崎市）
菅　原　都羽冴　さん（大崎市）
及　川　まつ子　さん（涌谷町）
及　川　一　男　さん（登米市）
武　山　松　生　さん（登米市）

ヒント 世界の四大宝石のひとつ
1止まるのはブレーキ。進むのは？
2 �おみくじが大吉だった。なんだか〇〇〇が良いな！
3仙台城は、〇〇政宗によって作られました。
4気になるあの子に話しかけられて、彼は〇〇〇〇でもない表情だ。
5サタデー。
8童話『シンデレラ』で、かぼちゃは何になった？
9理容室＝〇〇屋
⓾一般的に、ショートケーキの上にのっているフルーツ。
⓫ちょっと眠たい、15分だけ〇〇〇をとろう。
⓬一生懸命、〇〇夢中。
⓮ネイルアートをするところ。

1キリギリスに対し、せっせと働いていた昆虫といえば？
2�「ずんだ餅」を作るときに使われる豆。
5くもり空のこと。
6代表的な泳ぎ方4つ。クロール、平泳ぎ、バタフライ、あとひとつは？
7漢字で「笊」と書く、水切りなどに便利なキッチンツール。
8この花はキレイだけどトゲに気をつけて。
9ゴールデンウィークは、間に平日が入った〇〇〇〇連休になることが多い。
⓬娘の夫。
⓭♪夏も近づく八十八夜♪で始まる歌のタイトル。
⓯〇〇の手はどこ？�背中がかゆいよ〜。
⓰うどんやそば、スパゲッティなどの総称。

二重ワクのところに入った文字を組み
合わせて、一つの言葉にしてください。

45号のナンバープレース
の答えは

44号の当選者
（応募総数は438通でした）

でした。4 4 1
5 7 2 1 6 9 3 4 8
9 3 6 2 8 4 1 5 7
4 1 8 7 3 5 6 2 9
3 9 1 8 2 6 4 7 5
8 6 7 4 5 1 9 3 2
2 5 4 9 7 3 8 1 6
7 2 9 3 1 8 5 6 4
6 4 3 5 9 2 7 8 1
1 8 5 6 4 7 2 9 3

45号の答えと44号の当選者 応募方法

①クロスワードの
　答え
②郵便番号・住所
③氏名　④年齢
⑤電話番号
⑥NOSAIや広報紙
　に対するご意見など

仙台市青葉区上杉
１丁目８の10

NOSAI宮城
広報係�行

うら おもて
記�入�例

　はがきに記入
例のとおり明記の
上、ご応募くださ
い。正解者の中
から抽選で、10人
の方にクオカード
を差し上げます。

●〆切  2023年6月30日（金）
	 〈当日消印有効〉

ヨ
コ
の
カ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

パズル制作：エッグハウス 子
ど
も
た
ち
の
手
本
に

　
幼
稚
園
教
諭
と
保
育
士
の
資
格
取
得
を
目

指
し
、専
門
学
校
と
通
信
制
の
短
大
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
書
道
を
習
い
、先
生
の
指
導

の
お
か
げ
で
、師
範
の
免
状
を
い
た
だ
く
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。お
手
本
と
し
て
い
る
先
生
の

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
今
は
ピ
ア
ノ
の
習
得
が
大
変
で
す
。特
に
歌

い
な
が
ら
弾
く
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
演
奏
で
き
る
よ
う
、練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
実
習
を
控
え
て
い
ま
す
が
、資
格
取
得
と
卒

業
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

南三陸町

伊
い せ

㔟 まどか さん

　
わ
た
し
の
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お

米
や
野
菜
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

作
っ
た
お
米
や
野
菜
は
、
農
協
や
直
売
所
に
出
し

て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心

を
こ
め
て
作
る
と
び
き
り
お
い
し
い
ご
は
ん
や
、

と
れ
た
て
の
し
ん
せ
ん
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
が
特
に
好
き
で
す
。

　
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
大
好
き
だ
よ
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
ね
。 丸丸ま

る

た

ま

る

た田田  

望望み

う

み

う生生

大
河
原
町
金
ケ
瀬

丸
 ま る た 

田　望
み

 生
う

 ちゃん（9）　　 芽
め

 生
い

 ちゃん（5）　

おじいちゃん 清
き よ し

志 さん おばあちゃん 貞
さ だ こ

子 さん

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た蔵王町 村上英人町長（右）と品川組合長

　
こ
の
た
び
蔵
王
町
で
は
、頻
発
す
る
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
下

落
等
あ
ら
ゆ
る
リ
ス

ク
の
備
え
と
し
て
、

収
入
保
険
に
加
入

す
る
農
家
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め

保
険
料
等
の一
部
助

成
を
行
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
取
り
組
み

に
対
し
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

全
国
連
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

● 

震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
の
に
地
域
の
農
業
、農
地
を
守
る
た

め
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た（
株
）サ
ン
エ
イ
ト
さ
ん
の
記
事
を
読
ん
で

そ
の
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。                  

【
栗
原
市
Ｓ・Ｔ
さ
ん
】

● 

絆
レ
タ
ー
を
書
い
て
く
れ
た
今
野
陽
向
君
の
ご
は
ん
大
好
き
の
話
を

見
て
、米
作
り
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。　
　
　  

【
松
島
町
Ｗ・Ｋ
さ
ん
】

● 

岩
沼
市
佐
藤
さ
ん
の「
砂
肝
と
ニ
ラ・も
や
し
の
簡
単
炒
め
」を
作
っ

て
み
ま
し
た
。美
味
し
く
て
酒
の
つ
ま
み
に
い
い
で
す
ね
。

 

【
大
崎
市
Ｉ・Ｔ
さ
ん
】

● 

和
み
を
み
て
山
の
家
ア
ラ
ラ
ギ
が
あ
る
の
を
知
り
ま
し
た
。今
度
ド

ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
行
って
み
た
い
と
思
い
ま
す
。   

【
大
和
町
Ｋ・Ｋ
さ
ん
】

と
び
き
り
お
い
し
い

と
び
き
り
お
い
し
い

　
　
　
　  

お
米
と
野
菜

お
米
と
野
菜

やさい
だいすき

　
暖
か
な
春
風
が
舞
う
３
月
、水
稲
と
野
菜
を
栽
培
す
る
及

川
さ
ん
親
子
に
伺
い
ま
し
た
。

　
息
子
の
慎
太
郎
さ
ん（
21
）は
、２
０
２
２
年
３
月
に
県
農

業
大
学
校
を
卒
業
後
新
規
就
農
し
、現
在
は
主
に
ネ
ギ
を
担

当
。家
族
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、今
年
は
作
付
面
積
を
７
㌃

か
ら
50
㌃
に
増
や
す
予
定
で「
一
本
一
本
無
駄
に
せ
ず
、着
実

に
育
て
て
い
き
た
い
。今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
ネ
ギ
の
Ｐ

Ｒ
や
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
」と
意
欲
的
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
父
の
明
徳
さ
ん（
54
）は「
今
は
スマ
ホ
ひ
と
つ
で
い
ろ
ん
な
人

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
が
、地
域
に
仲
間
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
後
継
者
と
し
て
頑
張
って
ほ
し
い
」と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
育
て
た
ネ
ギ
は
地
元
ス
ー
パ
ー
の
ほ
か
、メ
ル
カ
リ
や
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト（
ネ
ッ
ト
通
販
）で
販
売
し

て
い
ま
す
。

大
崎
市
田
尻

及
川	

慎し
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

明あ
き	

徳の
り	

さ
ん「ネット通販はお客さんの声が直接

聞けるのでうれしい」と慎太郎さん
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☎︎0224-63-2012㈹
　0120-059-431
宮城中央支所 
〒983-0821 仙台市宮城野区岩切字昭和東112-3 
☎︎022-396-3070㈹
　0120-283-070
六の国支所 
〒981-4265 加美町字矢越226 
☎︎0229-64-1380㈹
　0120-641-380
大崎支所 
〒989-6166 大崎市古川東町5-37 
☎︎0229-22-2141㈹
　0120-832-141
県北支所

（旧栗原支所、旧迫支所、旧石巻支所） 
〒987-0512 登米市迫町森字平柳34-88 
☎︎0220-22-8411㈹
　0120-818-413

県南家畜診療センター 
〒989-0731 白石市福岡深谷字桜丘前10 
☎︎0224-25-4565㈹
中央家畜診療センター 
〒989-6251 大崎市古川小野字嵐山26-1 
☎︎0229-28-2581㈹
県北家畜診療センター 
〒987-0611 登米市中田町浅水字二号416 
☎︎0220-35-2880㈹
家畜診療研修所 
〒981-3602 大衡村大衡字平林39-4 
☎︎022-345-2241㈹

ホームページ
https://www.nosaimiyagi.or.jp/

メールアドレス
kouhou@nosaimiyagi.or.jp
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む
か
ご
ご
飯❶干しシイタケを500㎖の水で戻す（戻し汁は捨て

ずに取っておく）。
❷ニンジン、戻したシイタケ、味付き小揚げは千切

りにする。
❸むかごはきれいに水で洗う。
❹❸とうるち米、もち米を合わせて研ぐ。
❺❹を釜に入れ、だし昆布は切らずに米の上に乗

せる。
❻❷を❺の上に乗せ、しょうゆ、調理酒、シイタケ

の戻し汁と水を合わせて1ℓにして入れ、炊飯器
の炊き込みご飯モードで炊く。

❼炊きあがったら器に盛って出来上がり。

● 炊きムラが出ないよう、炊飯前にお米と具材は混ぜない
　ようにします。
●油揚げを用いる場合は、しょうゆを大さじ1追加します。

料理紹介者

伊
い と う

藤 のりさん

登米市南方

材 料〈6〜8人分〉 作 り 方
むかご…………………… 100g
うるち米……………… ４カップ
もち米………………… １カップ
ニンジン…………… ３cm幅分
干しシイタケ……………… 50g
いなり用味付き小揚げ…… ５枚
しょうゆ……………… 大さじ２
調理酒………………… 大さじ２
だし昆布………… 10cm幅１枚

宮城中央支所

六の国支所

県南支所

大崎支所

県北支所


